
コミュニティ・スクールのスタート

創りたい未来・育てたい生徒　心をひとつに

山梨県立甲府工業高等学校



時代の変化に
対応するために

地域社会の
目標

甲府工業の
目標

どのような未来を創るのか？
どのような人材を育てるのか？

イコール



汎用的な
資質・能力の育成

具体的な
３観点の授業目標

到達度を確認しながら

授業と指導を改善！



新しい「学習指導要領」の「資質・能力の三つの柱」

① 生きて働く知識・技能の習得

② 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

③ 学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

３つの資質・能力に対応する３つの観点

①「知識・技能（技術）」

②「思考・判断・表現」

③「主体的に学習に取り組む態度」

この３つの観点から授業での評価を行い、
資質・能力の育成につなげます。



①課題発見力 ②論理的思考力 

③課題解決力 ④知識力 ⑤実践的技術力 

⑥外国語（英語）活用力 ⑦創造力 

⑧コミュニケーション力 ⑨社会人倫理力 

⑩主体性（学びに向かう力） ⑪発信力

甲府工業高校が
育成を目指す資質・能力



抽象的・汎用的な
資質能力の育成を
具体的な授業目標
で目指す。

例えば、「数学Ⅲ」の場合。

生徒に身につけさせたい資質・能力のひとつ

「数学Ⅰ・Ⅱにおける学習内容を基盤として，

極限・微分法・積分法に関する概念や法則を

理解し，公式などを用いて処理することが

できる。」

↑適切に自己評価するのが難しい…

授業の目標で

具体的に

自己評価しよう。

・さまざまな関数の極限を求める

ことができる。

・公式を用いて、微分することが

できる。

自己評価しやすい！



汎用的な
資質・能力の
自己評価

具体的な
３観点の授業目標の

自己評価

到達度を確認しながら

授業と指導を改善！

①「知識・技能（技術）」

②「思考・判断・表現」

③「主体的に学習に取り組む態度」

B
授業がちょうどいい。

A
授業は簡単。

C
授業が難しい…

の

数値化



電子科３年の
科目「通信技術」
の授業と評価の例

山梨県学力向上計画の
「身につけさせたい資質・能力」

本校の生徒が自己評価する
資質・能力につながる評価規準

（学びの目標）

電波の伝わり方が

周波数により異なること、

移動通信における

多元接続の種類と原理について

理解している。

電子に関する知識・技術を

体系的・系統的に理解する

とともに、関連する技術を

身につけている。

授業の具体的な内容で示して
授業の学びの成果としての

自己評価がしやすいように工夫！

各種のアンテナび形状と性質

およびAM受信機とFM受信機の

機能などを比較しながら

説明することができる。

電子技術に関する

課題を発見し、

電子技術者として

倫理観を踏まえ、

合理的かつ創造的に

課題を解決できる。

電子技術者として

豊かな人間性を身につけ、

よりよい社会の構築を目指して

自ら学び、

産業の振興や社会貢献に

主体的かつ協働的に

取り組むことができる。

身近にあるアンテナや

携帯電話などの

移動通信システムは

どのように構築されているのか

などについて

関心をもっている。



「社会に開かれた教育課程」の実現

「このような資質・能力を身につけるために、

このような目標で学んでいる甲府工業高校の生徒は、

私たちの地域の課題を解決する人材になってくれる。」

ひとつ前のページの授業と評価の例で、

と、思っていただけましたか？



「社会に開かれた教育課程」の実現

地域社会の
目標

甲府工業の
目標

イコール

教えてください。

地域の皆様が

目指す未来を。

知ってください。

甲府工業高校が

目指す教育を。コミュニティ・スクールで
　お互いへの貢献「win-win」の絆が
　　　　　　　　　　　　　可能になります。



次ページからの内容

令和６年度　山梨県学力向上計画報告書
１学年　２学年　３学年　の各ページ

※　「山梨県学力向上計画報告書」は、
　　令和６年度末に
　　各県立高校のホームページで
　　公開されていますが、
　　各高校が育成を目指す資質・能力、
　　授業の難易度設定等は異なるため、
　　各高校間で数値を比較できる資料ではありません。

留意点

報告書は、本校作成の書式ではなく県指定の書式です。
スマートフォンよりパソコンでご覧いただく方が、

文字をお読みになりやすいかと思います。

本校は、授業の観点別評価を活用し、A：５・B：４・C：１で数値化しています。



名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）

学校番号 8 学校名 甲府工業高等学校 教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価

在籍生徒数 275

4.3

年度末評価 次年度への課題

Active School Kai Project　令和６年度プロジェクト計画書（報告書）

教育目標
（学力に関するもの）

　①課題発見力　②論理的思考力　③課題解決力　④知識力　⑤実践的技術力　⑥
外国語（英語）活用力　⑦創造力⑧コミュニケーション力　⑨社会人倫理力　⑩主体性
（学びに向かう力）　⑪発信力

機械技術が社会に果たす役割を理解し、機械分野を
取り巻く諸課題について整理して表現することができ
る。

4.3 4.2
生徒は、工業技術基礎で身に付けた機械技術で課題作成を行い、ものづくりを通じ社会に
果たす役割を理解し、ものづくりの大切さを理解した。しかし、機械分野を取り巻く諸課題に
ついては、考察する場面が少なく、実習の中で示していくことが、昨年度の課題であった。今
年度に取り組んだ実習の改善を、次年度に引き継ぎたい。

機械

義務教育段階における学習内容を基盤として、機械
に関する基本的な知識・技術を理解している。 4.1 4.2

工業技術基礎では、基本的な知識・技術を身に付けることができた。３年間の本プロジェクト
に取り組み、授業改善を図ることができた。来年度についても基本的な知識・技術をしっかり
と身に付けることができるよう、丁寧な授業を行いたい。

機械技術者として豊かな人間性を自ら育て、機械技
術の発展に必要となる活動に積極的に取り組むことが
できる。

4.1 4.1
工業技術基礎では、協働作業でものづくりを行うことで、主体的で対話型の実習になり、豊
かな心と他者と協力できる人間性を養うことができた。次年度も、「工業探究プログラム」での
教科横断的な学びとして、生徒の主体的な取り組みと対話の機会を大切にしたい。

全・定・通 全 学年 1

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力
電気技術が社会に果たす役割を理解し、電気分野を
取り巻く諸課題について整理して表現することができ
る。

4.2
各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

国語

実社会に必要な常用漢字の読み書きや、語句の意味を文
章の中で理解して語彙を豊かにしたりすることができる。 4 4.4

昨年度、中間評価時の単元「古典を学ぶ意義を考えよう」では、「枕草子」の理解の場面で、古典常識
の語彙が情景や状況を理解する壁となり、思判表につながりにくい課題があった。今年度は、「御格
子」「炭櫃」「香炉峰」「御簾」等について、ＩＣＴ活用して動画や画像から理解できる授業改善ができた。
次年度へ引き継ぎたい。

文章の種類を踏まえて、内容を的確に捉えることができ、自
分の知識経験を結びつけて表現することができる。 4.1 4.4

昨年度、中間評価時の単元「古典を学ぶ意義を考えよう」では、説話である「宇治拾遺物語」と随筆で
ある「枕草子」について、単元を一つにすることで生徒が違いを踏まえて理解して思考を深められる授
業を行い、引き継いだ。今年度は、複数教材で単元をつくり、思判表で総括する授業改善を実施した。
次年度へ引き継ぎたい。

授業で主体的に取り組んだ経験を記録し、経験を振り返りな
がら、今後の社会や人生での創造に活かそうとすることがで
きる。

電子技術が社会に果たす役割を理解し、電子分野を
取り巻く諸課題について整理して表現することができ
る。

4.3

１ 社会が必要とする人間力を身につけた人
２ 基礎的・基本的な学力を身につけた人
３ 健全な心と強い体を身につけた人
４ 新しい時代に対応できる能力を身につけた人

今年度も、生徒は半導体などの電子技術を理解し、これからの社会に必要不可欠な電子技
術を扱う、技術者として自覚を持つことが出来た。次年度は、「工業探究プログラム」でのテク
ノロジーについての学びを、より活かしていきたい。

電気技術の発展は生活を豊かにするとともに、安全も確保することになる。多くの人々の生
活を支える一人の技術者としての誇りを持ち、更なる技術発展を考えられる人間性を育むこ
とが大切である。次年度は、「工業探究プログラム」を活かしたキャリア教育を発展させたい。

4.2 4.1
「和漢混交文の美しさを楽しみながら、軍記物語に描かれた人物の心情を読み取ろう」では、自由進度
学習の区切りでFormsによる形成的自己評価を行い、生徒が自身の主体性（自己調整）を確認できると
いう授業改善を引き継いだ。本プロジェクト終了後も継続したい。 電子技術者として豊かな人間性を自ら育て、電子技

術の発展に必要となる活動に積極的に取り組むことが
できる。

4.5 4.4
電子技術の発展は生活を豊かにする。人々の生活を支える技術者となり、社会の発展に貢
献できる人間性を育むことが大切である。次年度は、「工業探究プログラム」を活かしたキャリ
ア教育で、エンジニアとしての社会貢献の意識をより高めていきたい。

電気

義務教育段階における学習内容を基盤として、電気
に関する基本的な知識・技術を理解している。 4.5 4.7

今年度も、生徒は電気回路における基本的な知識を身に付けることができた。１年次の学習
はこれから学ぶ、機器や電力への応用の礎となるものである。来年度以降も、２年次以降を
意識したカリキュラム・マネジメントを大切にしていきたい。

電子

4.5
今年度も、生徒は社会基盤となる電気というインフラを扱う、技術者として自覚を持つことが
できた。次年度は、「工業探究プログラム」を活かしたカリキュラム・マネジメントに取り組み、
生徒には、今後もなくなることがない、生活に不可欠な電気を扱う者の社会貢献について、
これからも学習を通して学ばせたい。

電気技術者として豊かな人間性を自ら育て、電気技
術の発展に必要となる活動に積極的に取り組むことが
できる。

4.5 4.7

義務教育段階における学習内容を基盤として、電子
に関する基本的な知識・技術を理解している。 4.6 4.6

今年度も、電気回路では、基本的な知識技術を身に付けることができた。来年度の単元に
ついても、ICTを活用し、基本的な知識技術を身に付けさせたい。また、ICTを活用した基本
の習得の工夫について、校内で共有したい。

地公

歴史を通じて過去から現在までの流れを身に付け、現代社
会で起きている課題を理解する。 4.1 4.2

昨年度は、政治の成り立ちや経済史の単元で、現在と歴史を対比させながら学習させた際、教員から
の説明が多かった。今年度は、生徒主体で、グループで比較表などを作成させるなど、授業展開を改
善できた。次年度も教科横断的なグループ学習に取り組みたい。

現代社会で起きている課題をグローバルな視点で分析し、
解決に向けた方策を考えることができる。 4.1 4.3

「世界の国々の政治制度」や「日本の政治機構」の単元で、他国と比較しながら、より良い政治の実現に向けて考えさせる
学びを引き継げた。また、「新しい人権」の単元では、世の中を振り返り、より良い生活を実現するために必要な権利を
Padletを使用し、クラスで共有しながら考える学びも継続できた。今後も比較しながら考える機会を増やしていきたい。

木造建築について学び、柱や梁（はり）などの建築用語を確認した。また、部品の位置や名
前、寸法なども確認した。ICT技術を使って、実際の建物の様子をインターネットで観察し、
他の建築の科目との関連も確認した。

身の回りに見られる様々な現象に関心を持ち，科学的に探
究することができる。

次年度は、株式会社キャリアリンクの教材「工業探究プログラム」を活用して、テクノロジーと
エンジニアリングを理解させた後に、コミュニティ・スクールとして山梨県内の身近な例に触れ
る学びを増やし、エンジニアとして地域社会に貢献していく未来への見通しと意欲を一層高
めたい。

4.3
測量技術の発展は生活を豊かにするだけでなく、安全にもつながる。将来、現場に出ても測
量技術は使い、技術は耐えず進化していく。次年度も、「工業探究プログラム」での「テクノロ
ジーの進化」の学習を活かし、年間の授業を通して学ばせたい。

建築技術の社会における役割を理解し、建築に関す
るいろいろな問題について整理して説明できる。 4.1 4

特に構造分野では、地震力等の水平力の作用などにより建築物が倒壊する恐れがあること
をICT技術により実大実験の動画等を視聴し、建築物が社会にもたらす影響等について確
認し、「なぜこのようにしなければならならないか」という問いに対し一定の表現ができるように
なった。

新聞やニュースを通じ日々変化する社会に関心を持ち、自
分たちができることを探求することができる。 4.2 4.2

授業内で日本や世界情勢に関わる記事を取り上げ、世の中への理解関心を深められるよう指導してきた。また、毎回の定
期試験で時事問題を出題し自ら調べ・学ぶ力を養ってきた。昨年度は、生徒自身が発表するなどのアウトプットする時間
を取ることができなかったが、今年度は調整することができた。これらの成果を次年度へ引き継ぎたい。 建築技術者として、豊かな人間性を育て、建築技術の

発展に必要な活動に積極的に取り組むことができる。 4.2 4.1
特に、地震の力で建物が倒れる危険があることを学んだ。建築物が倒壊する様子をICT技術
により実験動画を見て、建物が社会にどんな影響を与えるかを確認した。
これにより、架構の考え方などを説明できるようになった。

4.4
日常みられる科学的現象には、科学法則が働いていて、深い理解をもって生活に臨めば、自分の生
活を豊かにするだけでなく、安全安心な生活に資するということを理解させるため、授業改善を進めて
きた。次年度以降も、実生活と人生につながる学びの工夫を大切にしていきたい。

評価表による授業の振り返りをきちんと言葉にできている生徒の方が、授業内容の定着率が高い。演習による理
解度の再評価、小テストによる弱点確認などの機会もあるが、個々の取り組みの差は大きい。声掛けなどを行い
ながら、生徒自身が意欲的に取り組めるように心掛けた。次年度も個々の生徒の見取りを大切にしたい。 土木技術者として豊かな人間性を自ら育て、土木技

術の発展に必要となる活動に積極的に取り組むことが
できる。

4.3

建築

中学校で学んだ内容をもとに、建築に関する基本的
な知識や技術を理解している。 4 4.1

4.3
昨年度の取り組みを引き継ぎ、1年生のLesson4では個人端末を用いての英作文を行い、将来の職業
について述べさせた。典型的なミスを画面上で共有できたので文法理解の上で大いに有用であった。
本プロジェクトの終了後も、これまでの成果を引き継ぎ、授業改善に努めたい。

英語

義務教育段階における学習内容を基盤として、土木
に関する基本的な知識・技術を理解している。 4.1 4

実際に現場に出ることで学校で学んだ知識・技術を理解し、技術者として成長することがで
きる。生徒が、これから現場にでるまでに知識を増やしていくために、知識の習得について、
形成的評価を活用した授業改善に取り組んだ。次年度も継続していきたい。数や式を目的に応じて変形したり，図形の性質や計量につ

いて論理的に考察し表現することができる。また，自ら作問
に挑戦しようとしている。

4.7 4.1
「２次不等式」の単元では、基本の解答パターン２種類をマスターすれば大丈夫であるが、２次方程式が重解になる場合
や実数解をもたない場合の２次不等式に対応するためには、グラフを積極的に活用する必要がある。今年度はグラフから
いろいろな答え方があることに気付かせた。３年間の本プロジェクトは終了するが、改善を次年度へ引き継ぎたい。 土木技術が社会に果たす役割を理解し、土木分野を

取り巻く諸課題について整理して表現することができ
る。

中学校数学における学習内容を基盤として，数学Ⅰに関す
る基本的な概念や法則を理解し，公式などを用いて処理す
ることができる。

4.9 4.2
「２次不等式」の単元では、２次方程式の解を利用するが、答え方が全く異なることを理解し、解答パ
ターンについて考えられるようになった。昨年度は解答パターンを覚えるだけになってしまっている生
徒も多く、今年度はグラフのイメージを強調した。次年度も視覚を活かした授業改善に取り組みたい。

土木 4.3 4.1
道路や建物を作るにも測量してどこに作るか土木技術が必要になる。生徒は、社会に果た
す役割を理解し、大切さを理解した。次年度は、２年次以降を意識したカリキュラム・マネジメ
ントに取り組み、生徒には、これからの学習を通しても学ばせたい。評価表を通じて授業内容を振り返り，演習などで単元の理

解度を再評価・改善しようと心掛け，問題解決に取り組むこと
ができる。

4.2 4.3

4.5

数学

今年度は、「工業探究プログラム」を導入し、株式会社キャリアリンク提供の教材を活用し、進
路実現に向けて身につけるべき知識や技能を明確に把握」させることができた。次年度は、
本校のこれまでの実績にある資格取得や進路実現について、より具体的に理解させたい。実験や観察を通して，科学的に考察したことをレポートやポ

スターなどにまとめ，表現することができる。 4.1 4.4
実験や観察のみならず日常経験する事象も取り上げ、考察を深める中でICT機器を利用しての発表も
取り入れていくことが、昨年度の課題であった。今年度は、ICT機器を使った発表を行えるように努め
た。次年度は、発表の機会を増やし、個人発表や集団発表などの多様な経験をさせたい。 自分の考えを的確にまとめ、判断し、発表することが

できる。 － 4.1
「工業探究プログラム」を通して、教材の説明で株式会社キャリアリンクから示された目標で
ある「タイムマネジメント」を習得させると共に、自己の思考を深めて人生や社会につながる
探究に取り組む大切さを理解させることができた。次年度も、今後のキャリア設計につなげる
発表を成果としたい。

理科

身近に起こる科学的な現象を人間生活と関連させながら基
本的な実験を通して，科学的な探究の方法を身に付け，より
的確な実験や観察の手法を見いだすことができる。

4.6 4.5
「発酵と腐敗」の単元では身近な食品や薬品を取り上げたが、このような分野はにおいや味の変化等
の違いを感覚的に理解しやすい分野であるので、ICTの利用と実験や観察をバランスよく行いたい。今
年度はICTを利用する機会を設けながら、実験や観察の機会を維持した。次年度以降も、このバランス
に留意したい。

総探

進路実現に向けて、身に付けるべき知識や技能を明
確に把握できる。 － 4.4

課題の解決に向けて、社会活動に貢献する姿勢を身
に付けることができる。 － 4.3英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどへの理解

を深め、実際のコミュニケーションに必要な技能を身に付け
ることができる。

4.4

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

98.1% 97.3%
主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとすることができる。 4.6 4.3

「主体的に学習に取り組む態度」をルーブリックに依って自己評価することは難しかった。以前指導主
事から「主体的に学習に取り組む態度は思考判断表現と同じ点数で良い」との指導を受けたのでこれ
を活用していきたい。次年度は、解釈が統一されない「主体的に学習に取り組む態度」を理解するた
め、補足情報の追加に留意したい。

97.5% 98.4%

97.4% 98.4%

目的や場面、状況などに応じて日常的な話題や社会的な話
題について考え、判断し、表現することができる。 4.3 4.3

今年度も、1年生のLesson4では個人端末を用いての英作文を行い、将来の職業について述べさせ
た。各自関心のある内容であり、また前段階でFormsを用いて職業アンケートを行ったことから課題へ
の関心も高まった。今年度は昨年度の学びを広げられるように務めた。次年度もICTを活用した授業を
より多く実践したい。

芸術

芸術の各分野について体系的・系統的に理解しているととも
に、関連する技術、鑑賞力を身に付けている。 4.5 4.6

工業科の勉強に関連するデザインの分野で、基本的な技術を理解して身に付けることができ、本校の
生徒の特長であるコミュニケーション力の高さから主体的に互いの作品を鑑賞することもできた。次年
度は、技術の理解について、より一層、対話で確認するようにしたい。

94.1% 94.3%

87.1% 86.5%
芸術に関する課題を発見し、表現者に求められる感性を身
に付け、創造的に解決し、表現する力を身に付けている。 4.5 4.6

生徒は制作の中で課題を発見すると、積極的にコミュニケーションを取りながら解決していた。生徒同
士の対話での確認を行えるコミュニケーション力が高く、それを作品制作につなげられている。一方、
美術という科目では自分自身の作品に集中することも重要であるため、次年度は、より一層、授業内の
バランスに配慮したい。

90.9% 91.8%

85.5% 85.9%

教育課程・授業内容は、生徒や社会のニーズに応えたものになっている。3.23
わかりやすい授業が行われている。3.41
評価は、様々な観点から公正かつ公平に行われている。 3.30
保護者が、授業を参観する機会がある。3.23
就職試験や入試対策として、課外・補習授業等の機会が設けられている。3.45
５段階評価の平均値　回答数６52名／７5８名中 （回答率 86％）

学習した知識や技術を活かし、家庭や地域の生活課題を主
体的に解決する態度を育成する。 4.4 4.4

中間評価の単元の「保育」の幼稚園実習では、乳幼児の心身の発達と生活を理解をして、心に寄り添
う声掛けを積極的にすることができた。次年度も、社会と関わる体験的な学習を重視して、家庭や地域
でのコミュニケーション力を育成したい。

身の回りに見られる様々な芸術に関心を持ち，探究すること
ができる。 4.6 4.6

生徒は美術の授業内のデザインだけではなく、工業科の各学科で学ぶ内容のデザインにも興味関心
を持っている。本校では色彩に関する資格を取ることもできるので、次年度は、より一層、工業科の学
習と結び付けながら、生徒の探究心を高めたい。

98.4% 98.8%

家族や社会との共生を目指し、生活の充実や向上を図る能
力と実践的な態度を育てる。 4.6 4.5

今年度も、周囲の人と協働して、乳幼児の活動に自ら寄り添う実践的な態度を養うことができた。昨年
度は、活動を通して、幼児と大人の関係性から「育てられた自分」を振り返ることはできても、「育てる自
分」を想像することが難しい傾向にあった。次年度は、「工業探究」との教科横断的な学びとして、キャリ
ア設計の意識を高めたい。

保体

基本的な体力を身につけ、自己に応じた目標設定、練習方
法の選択と実施、新たな目標設定等の過程を習得する。 4.5 4.4

今年度も、「持久走」「球技」では基本的な体力を身につけることができた。本プロジェクト終了後も、こ
の３年間の授業改善で培った指導方法を引き継ぎ、さらに改善を図って生徒の自己評価を高めたい。

家庭

人の一生と家族・家庭、子どもや高齢者との関りと福祉・衣
食住などに関する知識と技術を総合的に習得する。 4.5 4.4

中間評価の単元の「保育」の幼稚園実習では、乳幼児の発達についての基礎的な知識の習得と、実
習を通して積極的に乳幼児と関わることで、基礎的な技能を身に付けることができた。次年度も、幼稚
園と連携して「社会に開かれた教育課程」を実現していきたい。

本校は部活動が活発であり、授業以外の活動でもコミュニケーションの資質・能力を培っている生徒が多い。また、工業高校であり、入学時からテクノ
ロジーの進化に肯定的で、ICT活用に関心のある生徒が多数派である。それらについての項目は、授業アンケートにおいて、１学年から高い自己評
価であり、その自己肯定感を３年間の学びで維持している。教員の見取りとしては、生徒のメタ認知による自己肯定感の数値よりも、学年が進むに従
い、生徒の自己肯定感が学びの成果を伴った妥当な自己評価になっていることに注目したい。このプロジェクトの数値は、あくまでも生徒の自己評価
であるため、ご覧になった地域社会の方々には、本校の学園祭や課題研究発表などの機会に、ぜひともご来校いただきたい。そこで、本校の教育内
容と成果を、地域社会の方々に直接感じていただき、「社会に開かれた教育課程」へつなぐことが、コミュニティ・スクールとなる次年度の目標である。

自己の仲間の動きを分析して、良い点や修正点を指摘し、
課題解決の過程を踏まえて仲間と共に課題を発見する力を
養う。

4.5 4.4
今年度も、「体つくり運動」では自他の動きを分析して、課題解決能力を高めることができた。昨年度で
課題であった「良い点や修正点を指摘し、課題解決能力を高めて仲間と共に発見する力を養う。」とい
う点についても、取り組みの機会を増やすことができた。次年度も、資質・能力を育成する機会をより多
く設定したい。

体力、技術を向上するとともに、課題や挑戦を大切にして危
険予測をしながら仲間と共に協調性を養う。 4.7 4.6

今年度も、体育理論の授業では「身に付けさせたい資質・能力」とのつながりを実感できる授業を行え
た。３年間の本プロジェクト終了後も、次年度に今年度の指導方法を引き継ぎ、さらに改善を図って生
徒の自己評価を高めたい。



名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）
本校は部活動が活発であり、授業以外の活動でもコミュニケーションの資質・能力を培っている生徒が多い。また、工業高校であり、入学時からテクノ
ロジーの進化に肯定的で、ICT活用に関心のある生徒が多数派である。それらについての項目は、授業アンケートにおいて、１学年から高い自己評
価であり、その自己肯定感を３年間の学びで維持している。教員の見取りとしては、生徒のメタ認知による自己肯定感の数値よりも、学年が進むに従
い、生徒の自己肯定感が学びの成果を伴った妥当な自己評価になっていることに注目したい。このプロジェクトの数値は、あくまでも生徒の自己評価
であるため、ご覧になった地域社会の方々には、本校の学園祭や課題研究発表などの機会に、ぜひともご来校いただきたい。そこで、本校の教育内
容と成果を、地域社会の方々に直接感じていただき、「社会に開かれた教育課程」へつなぐことが、コミュニティ・スクールとなる次年度の目標である。

自己の仲間の動きを分析して、良い点や修正点を指摘す
る。課題解決の過程を踏まえて仲間と共に課題を発見、解
決する力を養う。

4.3 4.3
「体つくり運動」では自他の動きを分析して、課題解決能力を高めることができた。今年度は、良い点や
修正点を指摘し、課題解決能力を高めて仲間と共に発見する力を養うように、授業改善に努めた。次
年度以降も、協働学習を活かして、課題解決能力の向上を目指したい。

体力、技術を向上するとともに、課題や挑戦を大切にして危
険予測をしながら合理的に解決を目指す。 4.5 4.8

体育理論の授業では「身に付けさせたい資質・能力」とのつながりを実感できる授業を行えた。今年度
は、本プロジェクトの取り組みによって、昨年度の指導方法と成果を引き継ぎ、さらに改善を図って生徒
の自己評価を高めた。次年度は一層、「資質・能力」と授業のつながりを教員生徒ともに意識したい。

保体

自らの基本的な体力に気付き、自己に応じた目標設定を行
い高める。練習方法の選択、新たな目標設定等の過程を気
付き体力を高める方法を習得する。

4.5 4.8
「持久走」「球技」では基本的な体力を身につけることができた。今年度は、本プロジェクトの取り組みに
よって、昨年度効果的だった指導方法を引き継ぎ、さらに改善を図って生徒の自己評価を高めることが
できた。次年度以降も、継続した取り組みを行いたい。

家庭

１学年
のみ

教育課程・授業内容は、生徒や社会のニーズに応えたものになっている。3.23
わかりやすい授業が行われている。3.41
評価は、様々な観点から公正かつ公平に行われている。 3.30
保護者が、授業を参観する機会がある。3.23
就職試験や入試対策として、課外・補習授業等の機会が設けられている。3.45
５段階評価の平均値　回答数６52名／７5８名中 （回答率 86％）

87.8%

97.5% 97.6%

96.4%

86.4% 86.5%

91.5% 91.8%

87.1%

芸術

１学年
のみ

95.3%

積極的な態度で言語活動に参加し，相手の状況に応じて実
践的にコミュニケーションを図ろうと努力している。 4.4 4.3

学習した内容の定着を図るために、授業にゲーム形式を取り入れることにより、生徒がより積極的に言
語活動に参加し、実践的なコミュニケーション活動に対してより主体的に取り組むことができるようにな
ると考えている。本プロジェクトの３年間を通して研究し、特に今年度は「楽しい授業」を全校で目指す
流れの中で、ゲーム形式を取り入れてきた。次年度も、生徒主体の学びを目指して研究していきたい。

97.8%

英語

英語実力試験に必要な単語，熟語，文法など，その意味や
適切な使い方を理解できる。また，英語を使う上で，必要な
文化的，社会的背景について理解している。

4.2 4.2
昨年度、Lesson5では、英語で書かれた案内状の情報全て読み取るという目標になっていたが、語彙・
文法力不足の問題により、本文の理解度が低かった。今年度は、語彙のインプットを助けるためにス
モールテストを行ったり、ターゲットの文法事項を使った英作文をしたりするなどして達成度を上げるこ
とに努めた。次年度も、基礎知識の定着に努めていきたい。

英語で情報や考えなどを基礎的な表現や応用的な表現を
用いて書き、また伝えることができる。 4.3 4.3

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、豊かな
人間性を高め、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学
的にかつ主体的・共同的に探究しようとしている。

4.9 4.5
我々の生活の中で、力学がどのように関わっているかについての様々な情報を、各専攻科の教育内容
を十分に踏まえて、伝えていく必要がある。今年度は、上級学校を目指す生徒についてもわかりにくい
個所や誤解しやすい個所を適宜、取り扱うように努めた。次年度も、各専攻科との教科横断的な学び
と、カリキュラム・マネジメントに取り組みたい。 －

98.6%

98.1% 98.8%

Lessom5の文法事項では、命令文を扱っているが、教科書上の地図を使って英語で道案内をする授業
を行った。今年度は、さらに達成度が高くなるようALTとの授業時にターゲットの語彙や文法内容を含
むゲームを行い、必要性を感じて学ぶことができるような授業を試みた。次年度以降も、ALTとの連携
を活かして、実社会につながる学びを設計したい。

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

96.7% 97.5%

物体の運動と様々なエネルギーから問題について深く理解し、見通しを
もって観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表現す
るなど、科学的に探究を通じて合理的かつ創造的な解決を目指して考
えることができる。

4.5 4.1
物体の運動に関わる各力の性質を十分に理解させることが難しい。仕事とエネルギーについても理解
のより一層の深化の必要性がある。今年度は、ICTを活用し、十分な問題演習ができるように努めた。
次年度は、生徒の学習端末で問題演習ができる学習支援サイトが増えると、より活用できると考える。

－

理科

物体の運動と様々なエネルギーについての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに、科学的に探究する必要な観察・実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。 4.7 4.1

ルーブリックによって教授内容のポイントを明確にできた。例えば物体に働く力を見つけるために、図に
して考えるという基本的な技能を身に付けさせることの重要性を改めて認識した。また、他分野でも基
本的な考え方や操作を時間をかけて取り扱う必要を明確に理解できた。本プロジェクト終了後も、ルー
ブリックを有効に活用したい。

総探

１学
年の
み

－

土木に関する知識・技術を深く理解するとともに、関連
する基本的な技術を身につけている。 3.4 3.4

土工の単元では、教科書を丸覚えするのではなく、建設現場の実情や実物を見て聞いて学ぶことで、知識・
技術の根本を考え、技術者の感覚を育んだ。今年度は、卒業後の現場進出または進学に向け、人と環境とを
慈しむ事例を紹介し、技術者の前に人であることを指導に取り入れた。次年度も、キャリア教育となる知識・技
術の授業を実施したい。

3.2
コンクリートの単元では、単に一問一答の設問を与えるのではなく、一連の指導を理解してから、文章入力に
より自分の言葉で工法等を表現することに取り組み、表現力とICT対応力が向上した。今年度は、学んだ知識
を体感的に発動・工夫できるように、実習や学校行事などとの連動を意識した。次年度も、学校生活全体を視
野に入れたカリキュラム・マネジメントに努めていきたい。

土木技術者として豊かな人間性を高め、土木技術の
発展に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 3.5

各単元において，簡潔・的確に表現したり，性質や解法を論
理的に考察することができる。また，理解度を自己分析して
作問に挑戦している。

4.5 4.2
「解と係数の関係」の単元では、複数の公式を用いて解いてく問題がある。答えに導くまでの流れを確認しつつ、流れ全
体がスムーズに解けなくても、個々に解ける場面を作りながら取り組み、解ける実感を持たせる授業展開を目指した。次年
度もより一層、既習事項の復習を丁寧に行いながら、生徒への自信につながるようにする必要があると考える。 土木分野を取り巻く諸課題について深く理解し、合理

的かつ創造的な解決を目指して考えることができる。 3.2評価表を通じて授業内容を振り返り，演習や小テストなどで
単元の理解度を再評価・改善しようと心掛け，問題解決に主
体的に取り組むことができる。

4.7 4.7
１年次より単位数も増えたため、試験ごとの授業内容も広く深くなっている。例年、評価表での振り返りや演習で
の再評価、小テストでの弱点確認の機会はあるが、授業での取り組みに慣れてくることにより扱い方に個々の差
が出る。次年度は、生徒主体の学びを目指す中で、努力すれば結果に結びつく実感が得られるように、今年度
の引き継ぎを踏まえて、適切に支援したい。 3.7

昨年度から、周辺の生活環境の中で、工事現場を発見したときや学んだ技術が身近にあっ
たことなど、その場でスマートフォンにより写真を撮影して、自分の意見を添えてデータを送
付してくる生徒が増えた。今年度は、この個々のデータを全体で話し合い協働の学びに発
展させ、より主体的な授業を目指した。次年度もICTを活用して主体性を高めたい。

数学

数学Ⅰにおける学習内容を基盤として，数学Ⅱに関する概
念や法則を理解し，事象を数式化したり，公式などを用いて
処理することができる。

4.7 4.4

建築に関する知識・技術を深く理解するとともに、関連
する基本的な技術を身につけている。 4.2 4.3

集中荷重を受ける単純梁の部材に生じる力の単元では、軸方向力、せん断力、曲げモーメ
ントについて導き方を身に付けることができた。今年度は、求めた答えを図示することが苦手
とする生徒について、個々の見取りに努め、学習の進め方の工夫を支援した。次年度は、よ
り生徒主体の学びが実現するように、適切な支援を行いたい。

地理的事象や地理的な課題を多面的・多角的に考察し、そ
の内容を説明したり、議論したりする力を身に付けることがで
きる。

4.1 4.3
「地球的課題と国際協力」の単元では、「持続可能な開発目標（SDGs）」と関連づけながら主体的に追究してその解決策
を考え、他者に伝えることができた。今年度は、他者が見聞きしても理解しやすいようにその解決策をまとめたうえで、要点
を押さえた的確な説明ができるように、指導改善に努めた。次年度も、具体的な改善によって生徒の表現力を高めたい。 建築分野を取り巻く諸課題について深く理解し、合理

的かつ創造的な解決を目指して考えることができる。 4.3 4.5
集中荷重を受ける単純梁の部材に生じる力の単元では、軸方向力、せん断力、曲げモーメ
ントについて考え、説明できるようになった。今年度は学んだ知識を体感的に学習できる工
夫に努めた。「体感的な学び」を継続したテーマとして、次年度も取り組みたい。地理的な課題を主体的に追究、解決しようとする態度や日本国民として

の自覚、我が国の国土に対する愛情を養うとともに、世界の多様な生活
文化を尊重することの大切さについて自覚することができる。

4.1 4.3
「生活文化の多様性と国際理解」の単元では、世界の移民やその歴史について興味関心をもち，学習のふりかえりを通し
て「移民」や「移民の増加によって影響を受ける受入国の人々の生活文化」について、知識の定着が見られた。今年度
は、他者の意見を踏まえながら，自身がまとめた内容や構想した解決策を適切に改善できる指導に努めた。興味関心か
らの知識の定着と、協働学習での思考の進化に、次年度も注力したい。

建築技術者として豊かな人間性を高め、建築技術の
発展に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 4.4 4.7

集中荷重を受ける単純梁の部材に生じる力の単元では、複雑に荷重が加わったときの梁の
設計について、自ら考え解答を導ける生徒は少数であった。しかし、多くの生徒は思考して
いた。今年度は昨年度の課題を引き継ぎ、解答を導ける手立てと学習の進め方の工夫に取
り組んだ。次年度、一層の改善を目指したい。

電気回路に関する基本的な公式を用いて未知量を求めることができるようICTを利活用して
基本的な知識技術を身につけさせることができた。今年度は、演習問題を解くなど、個別に
学習する時間を活用し、知識技術をより一層、定着させることに努めた。次年度は、よりICT
を活用した「個別最適な学び」を実現したい。

論理的に考える力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う
力を高め，探究的な課題解決において、自らの思考をまとめ
て表現することができる。

4.5 4.3
昨年度今年度ともに「自然との共生についての文章を読んで考えを記述しよう」では、「文化的共生」を
本文から理解した上で身近な地域での自然との共生について考える場面で、地元の話になると生徒の
発言の積極性が上がるという授業改善効果があった。今年度で本プロジェクトは終了するが、生徒の気
持ちを引き出す発問での授業改善を、次年度以降も引き継ぎたい。

電子分野を取り巻く諸課題について深く理解し、合理
的かつ創造的な解決を目指して考えることができる。 4.1 4.2

単元の終わりには振り返りの時間をつくりどう変容したかを考えさせることを組み入れた。個
別に学習した内容を他者に説明したり、他者と比較し自分の考えを他者と共有したりしなが
ら考えをより深めさせる取組を続けていきたい。昨年度の成果を引き継ぎ、今年度も「協働的
な学び」を実践できた。本プロジェクト終了後も、次年度へ引き継ぎたい。

言葉がもつ価値への認識を深め，電子書籍を含めた多くの書籍に親し
んで自己の向上に活かし，現代の言語文化の担い手として、言葉を通
して他者と関わり地域社会に貢献しようとしている。

4.3 4.6
文章を読んで多面的な視点での思考について理解し、自分を振り返る記述をする学びでは、形成的
評価Cの生徒に注目して、自己調整の支援を行った。しかし、授業改善の参考とする形成的評価で、
生徒の自己評価と教員の客観的評価にずれが生じる。生徒の自己調整を、次年度の課題としたい。 電子技術者として豊かな人間性を高め、電子技術の

発展に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 4.2 4.3
重要な専門用語を英語で示し、技術英語を身に付けられるよう指導計画に組み入れたり、電気回路

が我々の生活の中でどのように関わっているかを考えさせる場面を設定したり、グループ協議を活用
することで、主体的に取り組む機会が増えた。本プロジェクトでの継続した取り組みを活かし、次年度
も継続していきたい。

世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題へ
の取組などの理解するとともに、地図や地理情報システムな
どを用い、地理的な情報を調べまとめる技能を習得する。

4.3 4.4
「地球的課題と国際協力」の単元では、関連資料を読み取り、地球的課題や課題に対する国際的な取り組みに
ついて理解が深まった。また、関連する地理情報を収集する力も身についている。今年度は関連する地理情報
を信頼性の高い情報源から的確に収集する能力を養えるように努めた。本プロジェクトの終了後も、課題を次年
度に引き継いで授業改善に取り組みたい。

建築

「解と係数の関係」の単元では、解の公式から２次方程式の解の和と積を簡単に求めることができるようになった。解と係
数の関係から発展して、２数を解にもつ２次方程式の作成や複素数の範囲での因数分解など、覚えなければならない公
式が多い。今年度は昨年度の課題を踏まえ、生徒の理解度に合わせて目標設定を変えた。次年度も適切な目標設定に
ついて研究していきたい。

土木

国語

実社会に必要な国語の知識や論理を身に付け、地域社会
の製造業で必要とされる言語活動につなげることができる。 4.2 4.3

本プロジェクトでの授業改善により、記述で答える設問を中心としたプリントに取り組む場面で、記述が
進まない生徒を把握してヒントを与えて主体性を向上させるという授業改善効果があった。次年度は、
共に考える支援者として机間巡視する授業改善を校内で共有し、生徒主体の学びへつなぎたい。

電子

電子に関する知識・技術を深く理解するとともに、関連
する基本的な技術を身につけている。 4.2 4.3

地公

生徒は、電気機器における基本的な知識を身に付けることができた。変圧器の学習は次に
学ぶ誘導機を学習する際に必要な知識ともなるので、今年度も昨年度に引き続き、変圧器
の単元を大切に扱った。次年度も、基礎となる知識の定着に努めたい。

電気分野を取り巻く諸課題について深く理解し、合理
的かつ創造的な解決を目指して考えることができる。 4.4 4.5

生徒は、社会基盤となる電気というインフラを扱う、技術者として自覚を持つことができた。電
気が発電所から私たちの家庭に届くまでに、いくつもの変圧器を経由してきている。そのこと
をイメージしながら学習することができた。次年度も、実社会につながる思考的な学びを展開
したい。

電気技術者として豊かな人間性を高め、電気技術の
発展に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 4.6 4.5

電気技術の発展は生活を豊かにするとともに、安全も確保することになる。短絡インピーダン
スの単元は変圧器の事故、そしてその事故の影響をなるべく少なくするための工夫につい
ても話ができた。このように実社会に結びつく授業が、生徒の「主体的に学習に取り組む態
度」を高めると考えるため、次年度も深めていきたい。

機械分野を取り巻く諸課題について深く理解し、合理
的かつ創造的な解決を目指して考えることができる。 4.1 4.5

各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

4.5

次年度への課題

全・定・通 全 学年 2 在籍生徒数 232

生徒は、実習Aで身に付けた機械技術で課題作成を行い、ものづくりを通じ社会に果たす役
割を理解し、ものづくりの大切さを理解した。今年度は、機械分野を取り巻く諸課題について
は、考察する場面が少ない課題について、実習の中で示していく授業改善に取り組んだ。
次年度は、より多くの考察方法を研究していきたい。

機械技術者として豊かな人間性を高め、機械技術の
発展に主体的かつ協働的に取り組むことができる。 4.1 4.5

実習Aでは、協働作業でものづくりを行うことで、主体的で対話型の実習になり、豊かな心と
他者と協力できる人間性を養うことができた。次年度も、「工業探究プログラム」での教科横
断的な学びとして、生徒の主体的な取り組みと対話の機会を大切にしたい。

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

１ 社会が必要とする人間力を身につけた人
２ 基礎的・基本的な学力を身につけた人
３ 健全な心と強い体を身につけた人
４ 新しい時代に対応できる能力を身につけた人

電気

電気に関する知識・技術を深く理解するとともに、関連
する基本的な技術を身につけている。 4.1

機械

機械に関する知識・技術を深く理解するとともに、関連
する基本的な技術を身につけている。 4 4.5

生徒は、実習Aでは、基本的な知識・技術を身に付けることができた。今年度は、昨年度の
成果を引き継ぎ、基本的な知識・技術をしっかりと身に付けることができるよう、丁寧な授業を
行った。本プロジェクト終了後も、授業の方法と成果を引き継ぎ、共有して活かしたい。

教育目標
（学力に関するもの）

　①課題発見力　②論理的思考力　③課題解決力　④知識力　⑤実践的技術力　⑥
外国語（英語）活用力　⑦創造力⑧コミュニケーション力　⑨社会人倫理力　⑩主体性
（学びに向かう力）　⑪発信力
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名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）
本校は部活動が活発であり、授業以外の活動でもコミュニケーションの資質・能力を培っている生徒が多い。また、工業高校であり、入学時からテクノロ
ジーの進化に肯定的で、ICT活用に関心のある生徒が多数派である。それらについての項目は、授業アンケートにおいて、１学年から高い自己評価であ
り、その自己肯定感を３年間の学びで維持している。教員の見取りとしては、生徒のメタ認知による自己肯定感の数値よりも、学年が進むに従い、生徒の
自己肯定感が学びの成果を伴った妥当な自己評価になっていることに注目したい。このプロジェクトの数値は、あくまでも生徒の自己評価であるため、ご
覧になった地域社会の方々には、本校の学園祭や課題研究発表などの機会に、ぜひともご来校いただきたい。そこで、本校の教育内容と成果を、地域
社会の方々に直接感じていただき、「社会に開かれた教育課程」へつなぐことが、コミュニティ・スクールとなる次年度の目標である。

自己の仲間の動きを分析して、良い点や修正点を指
摘する。課題解決の過程を踏まえて仲間と共に課題を
発見、解決する力を養う。

4.3 4.4
生徒は、校外走を実施するにあたって、自己の体力や健康状態をしっかりと把握したうえ
で、適切な目標設定を各時間で行うことができているか、思考した。体力や記録の向上
につながる目標設定を、次年度も研究させたい。

体力、技術を向上するとともに、課題や挑戦を大切に
して危険予測をしながら合理的に解決を目指す。 4.5 4.5

授業後に記入している「授業の反省」をしっかり記入して、次の時間への課題を明確にす
るように指導した。「自己調整」を図り、「粘り強さ」をもって、向上を目指せるように、次年
度も主体的な学びを意識したい。

保体

自らの基本的な体力に気付き、自己に応じた目標設
定を行い高める。練習方法の選択、新たな目標設定
等の過程を気付き体力を高める方法を習得する。

4.3 4.4
９月下旬の強歩大会まで行っている校外走において、各自の目標設定と実際に走ったタ
イムでの達成度から、自己への理解を深めた。次年度は、目標を達成するための知識の
習得や、目標の再設定での自己理解の深化を目指したい。

家庭

１学年
のみ

教育課程・授業内容は、生徒や社会のニーズに応えたものになっている。3.23
わかりやすい授業が行われている。3.41
評価は、様々な観点から公正かつ公平に行われている。 3.30
保護者が、授業を参観する機会がある。3.23
就職試験や入試対策として、課外・補習授業等の機会が設けられている。3.45
５段階評価の平均値　回答数６52名／７5８名中 （回答率 86％）

86.5%

97.1% 97.7%

94.3%

85.2% 85.5%

91.1% 92.9%

86.1%

芸術

１学年
のみ

94.2%

積極的な態度で言語活動に参加し，相手の状況に応じて実
践的にコミュニケーションを主体的にとろうとしている。 4.2 4.1

生徒はペアワークなどの活動を通して、相手と積極的にコミュニケーションを
取ろうとする態度を身につけることができた。次年度はさらに生徒の興味を引
き出すような活動を取り入れ、活発化させたい。

95.5%

英語

日常生活に必要な単語，熟語，文法など，その意味や適切な
使い方を理解できる。また，英語を使う上で，必要な文化的，
社会的背景について十分に理解している。

4.1 4.2
教科書上の様々なトピックについて学ぶ中で、日常生活に必要な語彙・文法
などの基礎知識や文化について学ぶことができた。次年度はさらに進度を早
め、たくさんのトピックについて学べるようにしたい。

英語で情報や考えなどを適切な表現や応用的な表現を用い
て書き、また伝えることができる。 4.1 4.1

実験を通して物理現象を観察し、データを収集し、解
釈することを通して、実験的スキルを磨き、実験の設計
や実施に必要な知識・技術等を習得している。

4.5 4.5
不十分な実験設計や不適切な器具の使用で、得られるデータの精度が低下
する。また、実験中に予期しないエラーに対処する柔軟性が求められる。得ら
れたデータを正しく解釈するためには、時間と繰り返しが不可欠である。

－

95.4%

98.2% 98.1%

様々な言語活動を通して、生徒はその場の状況に応じた適切な表現を身に
つけることができた。次年度はさらに様々な場面設定を加え、表現の幅を広
げる活動を取り入れていきたい。

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで） Ｒ6中間 Ｒ6度末

96.3% 96.6%

仮説を立て,データを収集し,それをもとに結論を導くプ
ロセスを通じて,論理的思考をすることができる。 4.1 4.1

データを基にした分析を行うことで、結論の信頼性を高め、問題解決に向け
た明確な方向性を示す必要がある。また、このプロセスを繰り返すことで、論
理的な思考が習慣化し、複雑な問題にも対処できるようにする

－

理科

観察,仮説の立案,実験の設計,データの解釈,そして最
終的な問題解決のための計算等により,複雑な問題に
対処するため思考手順を理解している。

4.3 3.9
実験・観察から問題の核心をつかみ、仮説を立てて実験を進め、得られた
データをもとに解釈を行い、科学的な思考力や問題解決能力の向上につな
げる必要がある。

総探

１学
年の
み

－

土木に関する知識・技術を体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につけている。 4 4.1

課題研究「材料」では、人によるインフラ整備が身近にあることを体験する過程
で、施工の難しさや課題などを理解し、その理解を思考・判断・表現へつなげ
た。次年度も体験を大切にして、知識を習得させたい。

4.1
構造物を完成させるまでには、手段と工夫が無数に存在することを知り、最善
案を選択しながら改善点を考察できる力を身につけさせることができた。次年度
も、知識・技術が思考・判断・表現につながることを実感できる学びを目指した

土木技術者として豊かな人間性を身につけ、よりよい社
会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

4

各単元において，事象を数学的に考察したり，問題解決の過
程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする。ま
た，理解度を自己分析して作問に挑戦している。

4.6 4.6
事象を数学的に考察することによって、問題解決に向けた明確な方向性を示すことがで
きるようになった。次年度は、進学後の専門科目との教科横断的な学びを目指したい。

土木技術に関する課題を発見し、土木技術者として倫
理観を踏まえ、合理的かつ創造的に課題を解決でき
る。

3.9評価表を通じて授業内容を振り返り，演習や小テストなどで単
元の理解度を再評価・改善しようと心掛け，粘り強く柔軟に考
え，問題解決に主体的に取り組むことができる。

4.6 4.7
問題解決に主体的に取り組みことによって、３年間の学びの成果を振り返ることができ
た。次年度は、ICTの活用を多くし、ICTを活用した進学後の学習方法も含めて、学びの
可能性を広げたい。

4.1
研究結果のまとめでは、人にわかりやすく伝える資料作成に取り組む中で、生
徒は協働学習を活かして、「自己調整」を図っていた。良いまとめと発表になる
ように、「粘り強く」取り組める支援を、次年度も大切にしたい。

数学

数学Ⅰ・Ⅱにおける学習内容を基盤として，極限・微分法・積
分法に関する概念や法則を理解し，公式などを用いて処理す
ることができる。

4.4 4.5

建築に関する知識・技術を体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につけている。 4.5 4.5

各種建築物に関する基本的な知識と、計画する際に必要な技術を培うこ
とができた。次年度はさらに協働的な学びを増やしていきたい。

近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバル化などの歴史
の変化と，日本や日本周辺の地域及び世界の歴史との関連
性について考察し，表現している。

4 4.1
地域や植民地支配の歴史を通じて他国と比較しながら、現在の国家体制について学びを深めた。また、単元ごとに担当者
を決め、歴史を学習させるとともに、現在に通じるより良い生活を実現するために必要なことをPowerPointでまとめ、クラスで
共有しながら考える学びも継続できた。今後も比較しながら考える機会を増やしていきたい。 建築技術に関する課題を発見し、建築技術者として倫

理観を踏まえ、合理的かつ創造的に課題を解決でき
る。

4.3 4.5
各種建築物を計画する際の課題点を見つけ、その解決策を適切に表現する力
を培うことができた。次年度は他者の意見も考察し、解決策を共に表現できる協
働的な機会を増やしたい。

中学校社会科における学習の成果を生かし，歴史的な考察
の方法やその特質について，主体的に理解を深めようとして
いる。

4 4.3
授業内で日本や世界情勢に関わる記事を取り上げ、世の中への理解関心を深められるよう指導してきた。また、毎回の定
期試験で時事問題を出題し自ら調べ・学ぶ力を養ってきた。昨年度は、生徒自身が発表するなどのアウトプットする時間を
取ることができなかったが、今年度は調整することができた。 建築技術者として豊かな人間性を身につけ、よりよい社

会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

4.3 4.7
調べ学習やグループワークを通じて、主体的に取り組む姿勢を習慣づけ
ることができた。次年度は自らの学習を振り返る時間を増やしていきた
い。

通信に関わる現象について基本的な知識と技術を身につけさせるこ
とができた。次年度は、よりICTを活用した「個別最適な学び」を実現
したい。

論理的思考力、コミュニケーション力、発信力を磨き、実社会にお
ける他者との多様な関わりの中で、実社会の課題発見と課題解決
に取り組むことを目指して、情報の収集整理や発表をすることが
できる。

4.5 4.5
生徒は、論理的な構成の小論文や、適切な自己分析での自己アピール文を書く学びを通し
て、自己のキャリアへの探究を深めることができた。次年度は、実社会で人と関わって課題解
決を目指すキャリア形成を意識させて、「課題研究」との教科横断的な学びを図りたい。 電子技術に関する課題を発見し、電子技術者として倫

理観を踏まえ、合理的かつ創造的に課題を解決でき
る。

4 4.1
画像信号の構成や画像を復元するために必要な信号の仕組みや特徴を説明することで、表
現する力を身につけることができた。次年度は、グループ討議などを通じて他者の意見を聞
き、解決策を共に表現できる協働的な時間を増やしたいと考えている。言葉がもつ価値への認識を深め、読書に親しみながら、社会

が必要とする人間力を向上させ、言葉を通して他者や社会と
関わり、新しい時代に対応していこうとしている。

4.7 4.6
国語を学ぶことの大切さを理解し、読書に親しみながら、時代の変化に対応した、より良い人
生を送ろうとする態度について、３年間の学びの成果を振り返ることができた。次年度は、オン
ラインでの読書も含めて、学びの可能性を広げたい。 電子技術者として豊かな人間性を身につけ、よりよい社

会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

4.2 4.2
身近にあるアンテナや携帯電話などの移動通信システムがどのように構築されているか、生
活の中でどのように関わっているかを考えさせる場面を設定し、グループ協議を通じて主体
的に取り組む機会が増えた。次年度もこれを継続していきたい。私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に，そ

れらが日本や日本周辺の地域及び世界の歴史とつながって
いることを理解している。

3.9 4.3
昨年度は、地誌の分野において国の歴史や人々の生活様式について学習させた際、教員からの説明
が多かった。今年度は、生徒主体でグループや個人ワークで比較表などを作成させるなど、授業展開
を改善できた。

建築

生徒は、復讐や小テスト、授業課題を提出することによって、進学に必要な基礎力を培う
ことができた。進学後の専門科目の学習につながる知識を活用できる協働的な学びを一
層増やしたい。

土木

国語

社会が必要とする人間力を意識して、実社会に必要な国語の
知識や技能を身に付け、状況に応じて適切な表現や言葉遣
いを使い分けることができる。

4.5 4.6
生徒は、授業課題を提出することによって、実社会で必要な漢字・語彙・表現方法を身
につける学びを通して、社会人としての基礎力を培うことができた。次年度は、実社会に
つながる知識を活用できる協働的な学びを一層増やしたい。

電子

電子に関する知識・技術を体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につけている。 4.1 4.1

地公

電力の使われ方や電気機器の仕組みについて基本的な考え方や知
識・技術を身に付けることができた。次年度は協働的な学びを一層増
やし、実社会で活きる能力を身に付けさせたい。

電気技術に関する課題を発見し、電気技術者として倫
理観を踏まえ、合理的かつ創造的に課題を解決でき
る。

4.1 4.3
三相誘導電動機と三相同期発電機の特性について、違いを説明す
ることで課題点を見出すことができた。次年度は、グループ協議を通
じて解決策を考える力を身に付けたい。

電気技術者として豊かな人間性を身につけ、よりよい社
会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

4.4 4.4
グループワークにおける調べ学習や企業見学を通して、電気技術者
の在り方を培うことができた。次年度は個別最適な学びの場を実現し
たい。

機械技術に関する課題を発見し、機械技術者として倫
理観を踏まえ、合理的かつ創造的に課題を解決でき
る。

4.4 4.7

各教科の取組

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

4.3

次年度への課題

全・定・通 定 学年 3 在籍生徒数 242

研究の成果を整理し分かりやすく発表することは，思考力，判断力，表現力等
の育成や生徒自身の学習を深める上で大変効果的である。次年度も言語活動
の充実を図るとともに，発表の機会を設けたい。

機械技術者として豊かな人間性を身につけ、よりよい社
会の構築を目指して自ら学び、産業の振興や社会貢献
に主体的かつ協働的に取り組むことができる。

4.5 4.7
課題解決の過程で，ものづくりにおける「計画→実行→評価→改善」の評価サイクル
により、「自己調整」を図りながら「粘り強く」課題解決の達成へ向かう力を育成でき
た。次年度も工業科としての専門性から、求められる資質・能力を育成したい。

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

１ 社会が必要とする人間力を身につけた人
２ 基礎的・基本的な学力を身につけた人
３ 健全な心と強い体を身につけた人
４ 新しい時代に対応できる能力を身につけた人

電気

電気に関する知識・技術を体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につけている。 4.2

機械

機械に関する知識・技術を体系的・系統的に理解する
とともに、関連する技術を身につけている。 4.4 4.7

「課題研究」では、設定した課題に取り組むための知識の深化・総合
化を図った。暗記で終わらない学び、社会や人生で活かせる知識の
使い方を習得させることに、次年度も注力したい。

教育目標
（学力に関するもの）

　①課題発見力　②論理的思考力　③課題解決力　④知識力　⑤実践的技術力　⑥外
国語（英語）活用力　⑦創造力⑧コミュニケーション力　⑨社会人倫理力　⑩主体性（学
びに向かう力）　⑪発信力
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